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の知の分析」、“Discussing Searleʼs ʻCollective Intentionality and the Assignment of Functionʼ”、“Discussing 


















“Semantic Inferentialism from the Perspective of Question and Answer”、須藤教授„Was heißt 
„Indifferenz“? Zur „Durchsichtigkeit“ in Martin Heideggers Sein und Zeit“、舟場教授„Solidarität und das 
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として、国際ワークショップ “Potentiality of Southeast Asian Philosophy I, II”（京都大学大学院文学
研究科哲学講座と共催）を開催した。同年 9月に、上野修名誉教授が、科学研究費基盤研究 B「二
つのスピノザ・ルネッサンスの狭間――十九世紀フランス哲学におけるスピノザの影」として、

















もつポテンシャリティ」をおこなった。同年 12月に前掲共著 Transcendental Inquiry: Its History, 










た。同年 9月刊行の独語版清沢満之著作選集 Skelett einer Religionsphilosophie（Matthes & Seitz 
Berlin）にて、翻訳出版の協力者として表題作品に序文を寄せた。同月、第 14回ニーチェ研究者
の集いを開催した。
望月教授が、2016年 12月に共著 Energy Ethics: Intergenerational Perspectives in and for the ASEAN 
Region（Konrad Adenauer Stiftung and Guna Chakra Research Center）を刊行した。2017年 1月チュ
ラロンコン大学（タイ）開催の AUSN・科学技術倫理センター・エウバイオス倫理研究会共同会
議 “Bioethics, Development Ethics, and Global Policy into Action” にて、口頭発表 “Still Continue After 
Fukushima? Energy and Courage to Let Go of Nuclear Power” をおこなった。同年 3月刊行の日タイ
言語文化研究所編『日タイ言語文化研究』第 4号にて、共著論文「留学して日本語で学ぶことの意
味――タイ人高校生の日本留学へのニーズと展望」を発表した。同月に共著 Recalibrating Careers 





































道人（招聘研究員）が、口頭発表 “The Problem of “können” in Kantʼs B-Deduction and Its Significance 











論文「スピノザにおける身体の変化と同一性」を発表した。同月開催の STS Network Japan夏の
学校 2017「科学と修辞――専門知コミュニケーションのデザインに向けて」にて、朱喜哲が、
口頭発表「データによる正当化――ビジネスにおける説得と専門知の権威」をおこなった。同月
ミーニョ大学（ポルトガル）開催の国際会議 “Revisiting Richard Rorty” にて、朱喜哲が、口頭発






























このプログラムによる招へい研究者である Kasem Phenpinant, Ph.D.は、現在、チュラロンコン
大学文学部哲学科長を務めており、これまでにも本学大学院文学研究科現代思想文化学研究室と
の交流関係構築のために尽力してきた。また、相手方大学において今年度から始まった共同研究
ʻLiving a Common Lifeʼ の提案者、リーダーでもある。ラボ設置による連携により、双方向型研究
協力の組織的展開が可能になる。すでに今年 7月、京都大学大学院文学研究科哲学講座と本学大
学院文学研究科現代思想文化学研究室との共催で「東南アジア哲学の可能性 I, II」（ʻPotentialities 
of Southeast Asian Philosophy I, IIʼ）と題した国際ワークショップを開催（7月 25日京都大学、26
日大阪大学）、本企画により来学した招へい研究者の提題「東南アジアの精神を脱構築する」
（ʻDeconstructing Southeast Asian Mindʼ）について、京都大学に滞在中の 2名の外国人研究者（ミ
ャンマーから San Tun, Ph.D.（ダゴン大学）、アメリカから Jay Garfield, Ph.D.（スミスカレッジ））、
出口康夫京都大学大学院教授の他、本学側からも教員と大学院生が参加し、共同討議を行った。

















間）、「Socratic Dialogue 文献講読」（堀江）のほか、教員 3人合同による「倫理学概論」「倫理学























さらに 8月 27日には第 42回臨床哲学研究会を開催し、服部佐和子（国立循環器病研究センター）



























するシンポジウム「超高齢社会のなかでこれからのケアを考える」（2017年 2月 26日）、講演会 









知ろう、考えよう～第 2回〈痛み〉、同年 6月 3日）、「看護の原点を見つめて―臨床哲学の視点
から―」（第 18回日本赤十字看護学会学術集会特別講演、同年 6月 24日）、「高齢者ケアにおけ









研究会での発表は、“On Dis/Ability in Husserlʼs Phenomenology” (The 7th Phenomenology for East 
Asian Circle Conference, 2016.12.18, Tokyo University)、「フッサール現象学における“能力と障がい”
の問題について」（同年 3月 8日、中国・广州中山大学）、「現代日本における終末期医療の問題」
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（同年 3月 13日、中国・香港中文大学）、“On Dis/Ability in Husserlʼs Phenomenology”, (Nordic Society 
for Phenomenology, Annual Conference, Phenomenology and the Body – Contemporary Perspectives、同
年 6月 17日、Norwegian University of Science and Technology, Trondheim, Norway)、「死に行く患者
のための家族によるケア―尊厳死を法制化すべきなのか？―」（同年 9月 15日、台湾・政治大学）、
「日本における精神医療」（同年 9月 19日、中国・広州中山大学）、「日本における医療倫理」（同
年 9月 21日、中国・広州中山大学）、“Phenomenology, clinical philosophy and medical ethics in end-
of-life care”（同年 10月 25日、Hong Kong Shue Yan University）を行った。また、自身が代表を務め
る科研費による共同研究「北欧現象学者との共同研究に基づく傷つきやすさと有限性の現象学」
の第 2回研究会（2016年 12月 23日、明治大学駿河台校舎）、第 3回研究会（2017年 2月 20日、
神戸大学発達科学部）、第 4回研究会（同年 5月 27日、日本大学通信教育部）、第 5回研究会（同
年 9月 30日、神戸大学文学部）を行った。論文としては、“To Live Together With Others — from 








リビングを考える会主催「まちなかカフェ風がんカフェ」（2017年 3月 11日、5月 13日、6月 3
日、9月 16日、11月 4日の 5回、いずれも神戸市あすてっぷ KOBE）。患者のウエル・リビング



































研究発表については、以下のものがあった。竹内幸子（博士後期課程）「A Venue Consisting of 
a New Kind of Care: Focusing on Relationships In a Cooperative Venue」（第 15回世界音楽療法大会、
2017年 7月 4-8日）、日髙悠登「リンギス思想とスピリチュアリティ」（日本宗教学会第 76回学
術大会、同年 9月 16日）、三ツ田枝利香「ひとりの人が自宅で暮らすことを支える―訪問看護師
としての体験より―」（第 95回臨床実践の現象学研究会、同年 11月 4日）、高原耕平「Guilt and 
Numbing: R. J. Liftonʼs Philosophy of Survival」（Osaka University Japanese Studies Workshop, 同年 7
月 22日）、「疎外と時間―20年目の復興住宅での対話から―」（日本災害復興学会 2017神戸大会、
2017年 10月 1日）、「ナイ・チャイ・バープ―タイ南部スマトラ沖地震津波被災者による仏教用
語に依拠した罪責感表現について―」（日本災害復興学会 2017神戸大会、同年 9月 31日、ポス
ター発表）、「R. J. リフトンのサバイバー研究における「罪責感の同心円」理念の倫理学的可能性」
（関西倫理学会、同年 11月 19日）。また高原は新聞取材を受け、「名を呼び悼む／大震災の死者
5586人／名簿作り進める大学院生企画」（神戸新聞、同年 1月 15日付朝刊）として掲載された。
